
 

 
      (公財)兵庫県まちづくり技術センター 

「令和６年度第３回まちづくり専門家会議」のご案内 vol.２(R7. 3.3) 
        「講演にあたって一言コメント」を追加しました 

 

令和６年度の第３回まちづくり専門家会議を次のとおり開催します。 
 

センターでは、住民主体のまちづくりを推進する市町に支援するため、『まちアップ支援事業』を実施

し、まちづくり専門家を派遣しています。 

また、「まちづくり専門家バンク」を設置し、まちアップ支援事業で活用するとともに、市町によるま

ちづくり支援でも活用いただいています。 

まちづくり専門家会議は、まちづくり専門家の業務内容や専門知識、解決能力を直に感じとっていた

だくことで専門家バンクをより有効に活用しようというものです。また専門家と市町職員との交流の機

会にもしていこうというものです。 
 

センターは、まちアップ支援事業と当該専門家会議により、市町における協働と住民主体のまちづく

りを促進したいと考えています。 

みなさまの積極的なご参加をお待ちしております。 

 

   まちづくり専門家会議 web page  https://www.hyogo-ctc.or.jp/business/land_2/ 

 

 ◆日 時     令和７年 ３月 1８日（火）1３:３0 ～ 17:００（受付開始：13:０0） 

  ◆場 所     まちづくり技術センター大会議室（神明ビル３F）（定員 30 名） 

Zoom によるリモート参加可 

  ◆参 集     ①市町 まちづくり担当等         

        ②まちづくり専門家バンク登録者      

  ◆参加費     無 料 

  ◆申込み     電子メールで件名を「専門家会議参加」として所属･氏名･連絡先、会場 or リモートを選

択して、メール送信（メールアドレスmachicen@hyogo-ctc.or.jp）願います。 

（先着順）  リモート参加者には追って、ミーティングルーム URL を送信します。 

  ◆問合せ先   公益財団法人兵庫県まちづくり技術センター まちづくり支援課 担当 豊嶋 尾崎 

〒650-0023  神戸市中央区栄町通 6 丁目 1-21  神明ビル 5Ｆ 

  TEL 078-367-1262/1263   

 

 

13:30  《開  会》 

   

     《お知らせ》 

 

13:50 《講  演》 

(1) 講師 平賀 敬一郎氏（株式会社 平賀敬一郎建築研究所） 

【トラブルを未然に防ぐマンション運営】 

(2) 講師 平井 仁氏 （株式会社 都市・計画・設計研究所） 

【住民参加型まちづくりの現場から】 

～対話と協働によりできたこと、できなかったこと～ 

(3) 講師 赤澤 宏樹氏 （兵庫県立大学 教授） 

       【公園と街路樹によるまちづくり】  

※ 講演毎に 15 分間程度の質疑応答の時間を設けます。 

 

《トークセッション》 

 

1７:00  《閉  会》 

 

MAP 

ウラ面もご覧下さい 



 

講演にあたって一言コメント 

講師の方々から、講演内容について事前に一言コメントを頂きました。 
なお、講師のプロフィール等については、当センターweb page に掲載の「まちづ

くり専門家バンク登録専門家一覧表」をご覧ください。（右の QR コード、または、
https://www.hyogo-ctc.or.jp/ctc /business/land/land_6_01.html ） 

 
 

 
平賀 敬一郎氏 「トラブルを未然に防ぐマンション運営」 

マンションは、新築時にこれまで何の接点のなかった住人が同じ場所に住み始めることになります。ですが
その後数十年後まで適切に維持管理に各々が関心を持ち、さまざまなトラブルの発生を防ぐことは、管理会社
に任せているだけでは難しいというのが実情です。 

住人の生活の質や資産としての価値を維持していくためには、それぞれが違った背景を持つ個人の共同体で
あることから、しっかりとしたチェック機能を持たせることが重要です。 

また、古民家リノベーションを設計した経験から、地方の空き家やまちづくりについて思うこともお話しし
たいと思います。車の所有が必須となる立地であったりすることから、それをいかしたまちづくりも出来れば
おもしろいと考えています。 

 
 

平井 仁氏 「住民参加型まちづくりの現場から」 

               ～対話と協働によりできたこと、できなかったこと～ 

これまで様々な場面で地域の方と共に歩むまちづくりに携わってきました。 
それぞれの地域が持つ個性や課題に向き合い、住民の皆様との対話を重ねながら、プロジェクトを推進して

きた中で、上手くいったこと、そうでは無かったことがあります。 
今回は「事業の中での住民参加型まちづくり」と「地域まちづくりルールの策定」という 2 つの事例をご

紹介いたします。「事業の中での住民参加型まちづくり」では、事業の制約の中でどの様に地域の意見を反映
するかについて工夫しました。「地域まちづくりルールの策定」では地域の特性や課題を踏まえ、持続可能な
まちづくりとなるルールづくりをめざしました。 

これらの取り組みを通じて得られた経験やノウハウを、具体的な事例を交えながら分かりやすくお伝えでき
ればと思います。 
 
 

赤澤 宏樹氏 「公園と街路樹によるまちづくり」 

近年、都市公園に関する法制度が大きく変わり、まちづくりに資する計画・設計・運営ができるようになっ
ています。一方で、提供公園や画一的な街区公園など、従前の量的（数的）拡大による課題が多く見られる側
面もあります。また、戦後の都市整備で整備された街路樹も、大径木化や落葉などの課題が多くなる一方で、
伐採にあたっては市民から反対運動が起こることもあります。 

人口が減少する中で、公園や街路樹の機能を改めて考え、まちづくりに資するべく最適化することが必要で
す。時間は少しかかりますが、課題解決と価値創出があわせて進み、住環境も大きく向上するでしょう。その
際に、公共施設の更新や区画整理、マンション建替えなどと協調することと、適正化後も官民市民の協働がポ
イントとなります。 

 
 


